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９
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ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森

ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森

　
中
川
辰
男
さ
ん
（
福
谷
区
）

の
所
有
林
が
「
ふ
る
さ
と
文
化

財
の
森
」
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
町
内
に
お
い
て
ふ
る

さ
と
文
化
財
の
森
が
増
え
て
い

く
よ
う
、
幅
広
い
分
野
の
方
々

の
ご
参
加
と
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
文
化
財
の

森
っ
て
何
？

　

日
本
に
は
、
国
・
県
・
市
町
村
に
よ
り

文
化
財
と
し
て
指
定
、
保
護
さ
れ
て
い
る

建
造
物
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の
約
９
割
が

木
造
建
築
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
伝
統
的
な

技
術
に
よ
る
修
理
を
繰
り
返
し
、
今
日
ま

で
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
部
材
の
繕
い

や
一
部
取
り
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
建
築

時
と
同
様
の
工
法
を
用
い
、
補
足
材
に
は

当
初
と
同
様
の
資
材
を
用
い
る
こ
と
を
基

本
と
し
た
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
法
で
は
、
文
化
財
を
適
切

に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
保
存
修
理
だ

け
で
な
く
、
修
理
な
ど
に
係
る
選
定
保
存

技
術
の
保
護
制
度
を
設
け
、
技
能
の
継
承

も
図
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
・
経

済
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
修
理
用
資
材
、

特
に
伝
統
的
な
資
材
の
供
給
や
技
能
者
が

減
り
、
文
化
財
建
造
物
の
修
理
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
文
化
庁
に
よ

り
平
成
18
年
度
か
ら
「
ふ
る
さ
と
文
化
財

の
森
」
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
が
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
文
化
財
建
造
物

の
保
存
に
必
要
な
原
材
料
の
う
ち
、
山
野

か
ら
供
給
さ
れ
る
木
材
（
特
に
大
径
材
、
高

品
位
材
等
、
市
場
か
ら
の
調
達
が
困
難
な

も
の
）、
檜ひ

わ
だ皮
、
茅か
や

、
漆
な
ど
の
植
物
性
材

料
を
安
定
的
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
資
材
に
関
す
る
技
能
者
を
育
成
し
、

植
林
や
播
種
、
採
取
・
加
工
・
施
工
な
ど

の
実
地
体
験
、
資
材
の
育
成
現
場
や
文
化

財
建
造
物
保
存
修
理
現
場
の
見
学
な
ど
に

関
す
る
普
及
啓
発
活
動
を
通
じ
て
文
化
財

愛
護
精
神
を
育
も
う
と
す
る
事
業
で
す
。



33

「（文化庁提供）」

　

中
川
さ
ん
の
所
有
林
は
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
そ
の
中
に
約
２
０
０
本
の
ヒ
ノ
キ
が
林

立
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ノ
キ
か
ら
は
、檜
皮
（
ひ

わ
だ
）
と
呼
ば
れ
る
樹
皮
が
採
取
で
き
、
樹

齢
70
〜
80
年
以
上
の
立
木
か
ら
採
取
し
ま

す
。
一
度
採
取
す
る
と
、
樹
皮
が
も
と
の
よ

う
に
生
成
さ
れ
る
ま
で
に
８
〜
10
年
を
要
し

ま
す
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
檜

皮
葺
の
建
物
は
全
国
で
約
７
０
０
棟
（
重
要

文
化
財
以
外
も
含
め
る
と
約
１
，
６
５
０
棟
）

あ
り
、
そ
の
７
０
０
棟
の
維
持
に
年
間
約
３
，

５
０
０
㎡
の
葺
き
替
え
が
必
要
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
川
さ
ん
の
所
有
林
は
維
持
管
理
体
制
が

整
っ
て
お
り
、
す
で
に
京
都
の
屋
根
修
理
業

者
に
対
し
檜
皮
を
提
供
し
、
檜
皮
葺
屋
根
の

修
理
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
中
川
さ
ん

の
森
林
お
よ
び
文
化
財
保
護
に
対
す
る
熱
意

が
評
価
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
に
設

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
は
全
国
で
38
ヵ
所

設
定
さ
れ
て
お
り
、
福
井
県
内
の
設
定
地
は

５
ヵ
所
で
、
大
阪
、
岡
山
と
並
び
、
全
国
で

最
も
多
い
保
有
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
設
定
さ
れ
た
の
？

ど
れ
だ
け
あ
る
の
？

（
中
川
）
森
林
に
携
わ
る
者
と
し
て
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ

の
ヒ
ノ
キ
林
を
守
り
、
文
化
財
建
造
物

の
修
理
に
貢
献
し
、
貴
重
な
文
化
財
を

守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
中
川
）
檜
皮
が
安
定
的
に
生
産
・
採
取

で
き
る
よ
う
、
定
期
的
な
維
持
管
理
や

林
道
整
備
、
獣
害
対
策
、
植
樹
な
ど
に

つ
い
て
国
・
県
・
町
の
協
力
を
得
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、斜
面
に
道
を
つ
け
る
な
ど
し
て
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
や
興
味
の
あ
る
人
が

安
全
に
見
学
で
き
る
よ
う
に
し
、
町
内
に

お
い
て
「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
」
が
増

え
て
い
く
よ
う
、
普
及
啓
発
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　 ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
に
設
定
さ
れ
た

感
想
は
ど
う
で
す
か
？

今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
か
？
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公
立
小
浜
病
院
職
員

☎
52
・
０
９
９
０

そ
の
他
募
集
情
報

募
集
職
種
・
人
数

　

・
薬
剤
師　

１
名

　

・
臨
床
工
学
技
士　

２
名

　

・
看
護
師
（
助
産
師
含
む
）　

15
名

　

・
看
護
補
助
員　

３
名

　

・
診
療
放
射
線
技
師　

１
名

　

・
管
理
栄
養
士　

１
名

　

・
臨
床
検
査
技
師　

１
名

採
用
年
月
日

　

平
成
24
年
４
月
１
日
付
け

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈪
か
ら
８
月
31
日
㈬

（
消
印
有
効
）

試
験
日

　

９
月
中
旬

　

応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
・
受
験
資
格

　

・
一
般
事
務　

１
名

　

・
土
木
（
総
合
）　

１
名

（
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
）

　

・
臨
床
検
査
技
師　

４
名

（
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

で
臨
床
検
査
技
師
の
免
許
取
得
者
ま

た
は
平
成
24
年
５
月
31
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
も
の
）

　

・
診
療
放
射
線
技
師　

２
名

（
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

で
診
療
放
射
線
技
師
の
免
許
取
得
者

ま
た
は
平
成
24
年
５
月
31
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
も
の
）

　

・
学
校
栄
養
士　

１
名

（
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

で
、
栄
養
士
の
免
許
取
得
者
ま
た
は

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
も
の
）

　

・
市
町
立
小
・
中
学
校
事
務
職
員

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

21
名

（
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
）

　

・
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
名

（
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

で
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条
に
定

め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
お
り
、
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出

題
に
対
応
で
き
る
も
の
）

　

・
警
察
官
（
男
性
Ｂ
）　

５
名

　

・
警
察
官
（
女
性
Ｂ
）　

２
名

　

・
交
通
巡
視
員　

３
名

（
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
）

町職員募集町職員募集

▼
職
務
内
容

事　

務　

一
般
事
務
に
従
事

保
健
師　

保
健
業
務
お
よ
び
一
般
事

務
に
従
事

看
護
師　

看
護
業
務
お
よ
び
一
般
事

務
に
従
事

▼
受
験
資
格

事　

務　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
資
格
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

保
健
師　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
の
資
格
取

得
者
ま
た
は
平
成
24
年
３
月
末
ま

で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方
。

看
護
師　

昭
和
36
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
の
資
格
取

得
者
ま
た
は
平
成
24
年
３
月
末
ま

で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方
。

▼
第
１
次
試
験

日　

時　

９
月
18
日
㈰　

　
　
　
　

午
前
８
時
45
分
か
ら

場　

所　

県
立
若
狭
高
等
学
校

  

（
小
浜
市
千
種
１
丁
目
６
ー
13
）

方　

法　

教
養
試
験
、
適
性
試
験

発　

表

10
月
中
旬
に
お
お
い
町

役
場
お
よ
び
名
田
庄
総
合
事
務
所

に
掲
示
す
る
ほ
か
、
合
格
者
に
通

知
し
ま
す
。

▼
第
２
次
試
験

日　

時　

11
月
上
旬
に
行
う
予
定
で

す
。
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
第
１

次
試
験
の
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

方　

法　

面
接
試
験
、
作
文
試
験

最
終
合
格
発
表　

11
月
中
旬
に
お
お

い
町
役
場
お
よ
び
名
田
庄
総
合
事
務

所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
合
格
者
に
通

知
し
ま
す
。

▼
受
験
手
続

　

申
込
用
紙
は
、お
お
い
町
役
場（
総

務
課
）
お
よ
び
名
田
庄
総
合
事
務
所

（
管
理
課
）
で
交
付
し
ま
す
。

　

郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙

請
求
」
と
朱
書
し
、
中
に
宛
先
を
明

記
し
て
１
２
０
円
切
手
を
貼
付
し
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
、
役
場

総
務
課
（
〒
９
１
９
ー
２
１
１
１
福

井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
１
３
６

ノ
１
ノ
１
）へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

８
月
15
日
㈪
ま
で
で
、
受
付
時
間

は
８
時
30
分
か
ら
17
時
30
分
ま
で
。

（
た
だ
し
土
曜
、
日
曜
は
除
く
）

　

郵
送
の
場
合
は
、「
書
留
郵
便
」

（
８
月
13
日
㈯
以
降
の
郵
送
は
「
速

達
書
留
」）
と
し
、
８
月
15
日
㈪
ま

で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す
。

来春採用予定の職員を募集します。
試験区分、採用予定人数

事務（若干名）　保健師（１人）　看護師（１人）

福
井
県
職
員
採
用
試
験

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
９
３
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採
用
年
月
日

　

平
成
24
年
４
月
１
日
付
け

受
付
期
間

　

８
月
12
日
㈮
か
ら
26
日
㈮
ま
で

試
験
案
内
・
申
込
書

　

県
内
各
合
同
庁
舎
の
窓
口
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

募
集
職
種

　

自
衛
官
候
補
生
・
男
子

　

自
衛
官
候
補
生
・
女
子

　

一
般
曹
候
補
生

受
験
資
格

　

い
ず
れ
の
職
種
も
18
歳
以
上
27
歳

未
満
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

受
付
期
間

　

自
衛
官
候
補
生
・
男
子

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

自
衛
官
候
補
生
・
女
子

　

一
般
曹
候
補
生

８
月
１
日
㈪
か
ら
９
月
９
日
㈮
ま
で

試
験
案
内
・
申
込
書

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

募
集
人
員
・
受
験
資
格

　

入
国
警
備
官　

約
30
名

（
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
日
本

国
籍
を
有
す
る
も
の
）

受
付
期
間

　

８
月
２
日
㈫
ま
で
（
消
印
有
効
）

第
１
次
試
験
日

　

９
月
25
日
㈰

試
験
案
内
・
申
込
書

　

応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

地
元
で
の
就
職
を
希
望
す
る
方

を
対
象
に
、
小
規
模
事
業
所
も
含

め
た
地
元
介
護
事
業
所
、
お
よ
び

社
会
福
祉
施
設
な
ど
が
参
加
す
る

身
近
な
地
域
で
の
ふ
く
し
ジ
ョ
ブ

フ
ェ
ア
（
地
域
密
着
型
面
接
会
）

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
会
場　

　

・
ふ
く
し
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
敦
賀

（
二
州
地
区
）

平
成
23
年
８
月
25
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

敦
賀
市
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ
」　

１
階　

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル

・
ふ
く
し
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
小
浜

（
若
狭
地
区
）

平
成
23
年
８
月
30
日
㈫

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

福
井
県
立
若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー

　

１
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

自
衛
官
職
員

☎
０
７
７
０
・
23
・
２
０
２
６

入
国
警
備
官

☎
０
５
２
・
５
５
９
・
２
１
５
０

　国民健康保険税は、医療分・後期高齢者支援金分・介護分の
３つに区分されており、前年中の所得や今年度の固定資産税額、
加入者数に応じて、それぞれの税率により税額を算定します。
　（介護分の所得割税率が 1.6%から 1.8%になりました）

医療分
（加入者全員）

後期高齢者支援金分
（加入者全員）

介護分
（40歳から64歳）

所得割
（所得にかかわるもの） 3.6％ 1.3％ 1.8％

資産割
（固定資産税にかかるもの） 20.0％ 6.0％ 7.7％

均等割
（加入者ごとにかかるもの） 16,000 円 5,500 円 7,500 円

平等割
（世帯ごとにかかるもの） 16,000 円 5,500 円 7,500 円

限度額 510,000 円 140,000 円 120,000 円

詳しい計算方法などのお問い合わせは詳しい計算方法などのお問い合わせは
　　税務課　☎７７・１１１１ 　　税務課　☎７７・１１１１ 

国民健康保険税は 医療分 後期高齢者支援金分 介護分の

国民健康保険税の介護分所得割税率
が改正されました

ふ
く
し
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア

☎
０
７
７
０
・
22
・
３
１
３
３

女性がん検診女性がん検診
検診の種類 負担金 対象

子宮がん検診
集団検診 ５００円 20 歳以上

２年に１回個別検診 １，０００円

乳がん検診
集団検診 １，０００円 40 歳以上

２年に１回個別検診 １，０００円

※集団検診は各地域の公民館等で行います。

※個別検診は県内の指定医療機関で受診できます。

　受診日が相談できるので忙しい方に便利です。

※お申し込みがお済みでない方は、ぜひお申し込みください。

■お問い合わせ■
　　なごみ保健課    ☎ 77・１１５５

8月21日からはじまります！

　

来
年
度
は
、
３
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
固
定
資

産
税
の
評
価
替
え
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
雑
種
地
の
評
価
方
法

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
お
お
い
町
で
は
、
こ
れ

ま
で
雑
種
地
の
評
価
を
原
野
並
み
の
低
い
単
価
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
評
価
の
均
衡
、
税
負
担
の

公
平
を
図
る
た
め
、
評
価
方
法
の
見
直
し
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

１
．
雑
種
地
と
は

　

雑
種
地
と
は
、
田・畑・宅
地・鉱
泉
地・池
沼・山
林・

原
野
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
土
地
を
い
い
ま
す
。

２
．
雑
種
地
の
評
価
方
法

　

雑
種
地
の
評
価
は
、
そ
の
利
用
状
況
に
応
じ
て
、

近
く
の
同
じ
用
途
の
土
地
の
価
格
に
準
じ
て
求
め

ま
す
。（
こ
れ
を
「
比
準
す
る
」
と
い
い
ま
す
。）

　

更
地
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
私
道
な
ど
は
、

宅
地
と
し
て
の
潜
在
的
な
価
値
を
有
し
て
い
て
、

軽
微
な
造
成
で
宅
地
に
な
り
ま
す
の
で
、
周
辺
の

宅
地
に
比
準
し
て
評
価
し
ま
す
。

　

土
地
と
し
て
の
利
用
が
困
難
な
残
地
や
法
面
、

及
び
休
耕
農
地
で
長
期
間
に
わ
た
り
放
任
さ
れ
、

雑
草
や
か
ん
木
類
が
繁
茂
し
、
直
ち
に
農
地
に
復

元
で
き
な
い
土
地
は
、
周
辺
の
農
地
や
山
林
に
比

準
し
て
評
価
し
ま
す
。

※
評
価
方
法
を
見
直
す
こ
と
で
、
一
部
の
方
に
つ

い
て
は
税
額
が
増
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ
■

　
　

税
務
課    

☎
77
・
１
１
１
１
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名田庄診療所長　中村伸一

　

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
お
話
で
す
。

あ
る
整
形
外
科
医
は
、
右
股
関
節
痛

に
悩
む
67
歳
の
患
者
を
診
て
い
ま
し

た
。
手
術
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
方
法
を

試
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
痛
み
は
治

ま
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
と
う
と
う

手
術
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
股
関
節
を
人
工
物
に
置
き
換
え

る
手
術
で
す
。
患
者
に
対
し
て
、
こ

の
手
術
を
す
る
意
味
を
説
明
し
、
同

意
を
得
た
上
で
、
手
術
日
の
予
約
を

１
ヵ
月
後
に
入
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
そ
の
整
形

外
科
医
は
、
カ
ル
テ
を
見
直
し
て
再

検
討
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
薬
Ａ
を
試
す
こ
と
を

忘
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
「
し
ま
っ
た
！
」と
思
い
ま
し
た
が
、

す
で
に
手
術
日
ま
で
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
黙
っ
て
手
術
に
持
ち
込
ん
で
も
、

間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

患
者
に
と
っ
て
は
、
肉
体
的
、
精
神

的
、経
済
的
に
負
担
の
大
き
い〝
手
術
〞

と
い
う
治
療
を
避
け
ら
れ
る
可
能
性

も
出
て
き
ま
し
た
。
も
し
も
あ
な
た

が
整
形
外
科
医
だ
っ
た
ら
、
ど
う
し

ま
す
か
？

（
１
）
手
術
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
薬

　
　

 
Ａ
を
試
す
選
択
肢
が
あ
る
こ 

　
　

 
と
を
説
明
す
る

（
２
）
黙
っ
て
、
そ
の
ま
ま
手
術
す
る

　

実
は
、
ダ
ン
・
ア
リ
エ
リ
ー
教
授

（
デ
ュ
ー
ク
大
学
行
動
経
済
学
）
は
、

患
者
の
事
例
研
究
を
装
っ
て
、
本
物

の
整
形
外
科
医
を
集
め
た
う
え
で
、

こ
の
質
問
を
し
て
み
ま
し
た
。
す
る

と
、
ほ
と
ん
ど
の
整
形
外
科
医
は

（
１
）、
つ
ま
り
、
患
者
を
引
き
戻
し

て
薬
Ａ
を
試
す
選
択
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
医
師
と
し
て
正
し
い
選
択
で

す
し
、
こ
の
結
果
を
見
れ
ば
、
今
、

股
関
節
痛
に
苦
し
ん
で
い
る
患
者
さ

ん
も
き
っ
と
安
心
す
る
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
話
は
こ
れ
に
留
ま
り

ま
せ
ん
。
ア
リ
エ
リ
ー
教
授
は
、
別

の
整
形
外
科
医
の
集
団
に
、
少
し
だ

け
変
更
を
加
え
た
質
問
を
し
て
み

ま
し
た
。
そ
れ
は
・
・
・

こ
ち
ら

 　
　
　
　

な
ご
み
診
療
所

な
ご
み
診
療
所

　
「
手
術
予
定
日
ま
で
決
め
た
患
者

に
つ
い
て
再
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

薬
Ａ
と
薬
Ｂ
の
二
剤
を
試
す
の
を

忘
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
」

　

先
ほ
ど
の
質
問
と
違
っ
て
、
患

者
を
引
き
戻
し
た
場
合
、
薬
Ａ
と

薬
Ｂ
の
二
通
り
あ
る
こ
と
で
、
選

択
が
よ
り
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
る
と
、
今
度
の
質
問
で
は
、
多

く
の
整
形
外
科
医
は
（
２
）
つ
ま
り
、

よ
り
簡
単
な
選
択
肢
で
あ
る
手
術

を
選
ん
だ
の
で
す
。

　

こ
の
結
果
を
患
者
さ
ん
が
聞
い

た
ら
、
間
違
い
な
く
不
安
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
普
通
に
考
え
れ
ば
、

患
者
に
と
っ
て
、
手
術
を
避
け
る

可
能
性
が
も
う
ひ
と
つ
増
え
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
医
者
は
そ
れ
を

試
さ
な
い
よ
う
に
判
断
し
て
し
ま

う
の
で
す
か
ら
。

　

つ
ま
り
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の

で
す
。
高
度
な
知
識
や
技
術
を
持
っ

た
専
門
医
で
も
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
非
常
に
不
合
理
な
判
断
を
し

て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
。
ど
ん
な

に
優
れ
た
技
術
を
持
っ
て
い
て
も
、

人
の
心
理
の
落
と
し
穴
っ
て
、
ホ

ン
ト
に
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
あ
〜
、

こ
わ
い
、
こ
わ
い
。

　

皆
さ
ん
が
手
術
を
受
け
る
際
に

は
、
前
日
に
再
度
、
主
治
医
に
尋

ね
ま
し
ょ
う
。「
先
生
、
手
術
以
外

の
治
療
法
を
お
忘
れ
じ
ゃ
な
い
で

す
か
？
し
か
も
、
二
つ
く
ら
い
」

な
ご
み
診
療
所　
　

☎
77
・
２
７
５
３

　
　
　
　
　
　
　
　

  

※
健
康
保
険
証
は
、
月
に
１
度
必
ず
窓
口
へ
お
見
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

※
診
察
予
約
な
ど
の
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

優
れ
た
専
門
医
の
判
断
は
正
し
い
か
？

 

〜
人
の
心
理
の
ホ
ン
ト
に
怖
い
落
と
し
穴
〜

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
従
来
か
ら
病
院

や
診
療
所
で
の
お
く
す
り
は
、
そ
れ
ぞ

れ
患
者
の
方
々
の
利
用
し
や
す
い
保
険

薬
局
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
推
進

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
お
く
す

り
を
処
方
す
る
医
師
」
と
「
お
く
す
り

を
調
剤
す
る
薬
剤
師
」の
役
割
分
担
で
す
。

　

当
診
療
所
で
も
、
お
く
す
り
を
保
険

薬
局
に
任
せ
る
こ
と
で
、
お
く
す
り
の

待
ち
時
間
が
こ
れ
ま
で
よ
り
短
く
な

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
患
者
の

方
に
ご
不
便
を
お
か
け
せ
ず
、
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た

院
外
処
方
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮
な
く
診
療

所
職
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

外
来
患
者
の
方
の
お
く
す
り
は

診
療
所
外
の
保
険
薬
局
を

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

　2011年 8月 1日より　
　「おくすりの受け取り方法が変わります」

※院外処方せんは交付日も含めて4日間有効です。
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お気軽にご相談ください

保健福祉センターなごみ内

地域包括支援センター ☎ 77・2770
あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　　　　　 ☎67・2000

問い合わせ問い合わせ？？？

地域包括支援センター通信通信

食
べ
る
事
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す

食
べ
る
事
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
！！

　

高
齢
期
に
な
る
と
あ
っ
さ
り
し
た
食
事
を
好
む
よ
う
に
な
っ

た
り
、
食
べ
る
量
が
減
っ
た
り
し
て
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
栄

養
が
不
足
し
「
低
栄
養
」
状
態
に
な
り
、
身
体
機
能
の
低
下
や

い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
事
を
抜
い

た
り
せ
ず
、
３
食
き
ち
ん
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
も
し
食
欲
が
わ
か
な
い
時
は
、
お
か
ず
か
ら
先

に
食
べ
て
み
る
の
も
い
い
こ
と
で
す
。

①
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

タ
ン
パ
ク
質
は
、
不
足
す
る
と
免
疫
力
が
下

が
り
、
風
邪
を
引
き
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
か
と
い
っ
て
取
り
す
ぎ
て
も
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
肉
、
魚
、
卵
、
豆
腐
な
ど
の
大
豆

製
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
ま
し
ょ
う
。

②
カ
ル
シ
ウ
ム

牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製
品
に
含
ま
れ

て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
は
丈
夫
な
歯
や
骨
を
作
っ

て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
骨
粗
鬆
症
の
予
防
に
な

り
ま
す
。
高
齢
期
に
な
る
と
骨
密
度
が
減
少
し

て
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
抑
え
る
た
め
に
も
カ

ル
シ
ウ
ム
を
取
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

③
野
菜
を
し
っ
か
り
と
る

緑
黄
色
野
菜
や
根
菜
類
な
ど
た
く
さ
ん
の

種
類
を
毎
日
食
べ
ま
し
ょ
う
。
野
菜
を
た

く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
で
、
身
体
の
調
子
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
火
を
通
し
て

調
理
す
る
こ
と
で
摂
取
量
を
増
や
せ
ま
す
。

④
食
欲
が
わ
く
工
夫
を

料
理
は
目
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

旬
の
素
材
を
使
っ
た
季
節
感
の
あ
る
料
理

は
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
ま
た
、
家
族
や

友
達
と
楽
し
く
お
話
を
し
な
が
ら
の
食
事

な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
食
欲
を
増
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
、
介
護
予
防
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
栄
養
改
善
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

食べ過ぎにはご注意！
　高齢期に体重が増えることは、腰や膝など

に負担がかかってきますので、体重の増加に

は注意してください。

　今年も暑い夏になりそうです。しっかり食

べて暑い夏を乗り越えましょう！

「食べる」ことの「食べる」ことの
楽しみって・・・楽しみって・・・



のつながり人
　ひとり暮らしの高齢者を対象に慰安会が行われました。会

では介護支援専門員によるレクリエーションや、名田庄保育

園児によりお遊戯が披露されるなど盛りだくさんの内容で、

参加した方は「参加できるのは幸せなこと、健康だからこそ

来ることができる。とても楽しくて、ここで知り合った方が

次に出会ったときに覚えていてくれることが嬉しい」と終始

笑顔でした。

　　　　　　　　　（6月29日　ふれあいぬくもりセンター）

　うだるような暑さの中、昨年を上回る約２７０名が参加し、

グランドゴルフ大会が行われました。

　グランドゴルフは個人のスコアを競う競技ですが、５～６

人の班に分かれ各コースをラウンドし、お話に夢中になる班

も・・・ロングコースではフルスイング、ショートコースで

はホールインワンも飛び出すなど、歓声と笑い声に包まれ、

和やかな大会となりました。　　（7月 5日　総合運動公園）

さに負けず
老人クラブ連合会グランドゴルフ大会暑

ひとり暮らし高齢者慰安会

8

ジュニアリーダー　震災募金活動
「ママーストアー前」（6月 12日）

民生委員清掃活動
「あっとほーむいきいき館」（6月 18日）

民生委員清掃活動
「楊梅苑」（6月 25日）

なないろチャリティーコンサート
町民センター（6月 19日）

名田庄卓球スポーツ少年団　震災募金活動
頭巾山青少年旅行村（6月 19日）
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めでとうございます
１００歳到達者慶祝訪問お

　長きにわたり社会の進展に尽くしてこられたことに感謝

して、町内の100歳到達者を対象に慶祝訪問を行いました。

時岡町長から 100歳を迎えられた三谷かず江さん（川上）

に祝状と記念品が贈呈され、「健康に留意され、これからも

長生きしてください」と長寿を祝福されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7月 4日　川上区）

　第61回社会を明るくする運動が実施され、若狭地区の保

護司会などの方々が、法務大臣のメッセージを時岡町長と新

谷議長に伝達し、「犯罪・非行の防止と更生の援助に対する

地域住民の理解と参加」を強く求めました。「自分の子ども

だけでなく近隣の子どもたちも温かく見守る気持ちが必要」

と明るい社会に向けて、地域の協力の大切さを説いておられ

ました。　　　　　　　　　　　　　（7月 1日　役場本庁）

日第4回おおい消防団消防ポンプ操法大会

々の積み重ねが大切
　毎年恒例のこの大会、今年の感想を消防職員に尋ねると「ど

の団もよく鍛練してきたことが分かる。今年はレベルが高い」

と感心されていました。各団の競技終了後には、県の操法大

会に出場する第２特別機動分団による模範演技も行われまし

た。

　猛暑の中を１１チームの団員の皆さん、お疲れさまでした。

そして、見事優勝した第３分団第１部の団員の皆さん、おめ

でとうございます。　　　　（6月 26日　長井浜海水浴場）

児の協力を得て園
　特定非営利法人「おおいの環

わ

」により、循環の町・おおい

を創る取り組みの一環として、花いっぱいの町を目指し、ヒ

マワリの種まきが行われました。本郷保育所の園児たちの協

力を得て、保育所前にある畑にバケツ約10杯分のヒマワリ

の種が植えられました。秋には、育った花から種を採取し、

植物油が作られます。また、植物油の廃油は精製されディー

ゼル車の燃料などに有効活用されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　（6月 18日　本郷地区）

「おおいの環」ヒマワリの種まき活動

るい社会を目指して
第６１回社会を明るくする運動明
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木木 金金 土土

レスリング協会では、4歳以上
の幼児と小学生を対象にした
「おおいレスリングクラブ」を、
毎週金曜日の夜に開催していま
す。レスリングの練習は小さい
子どもでも安全で、体の柔軟性
やバランス感覚を養うのに最適
です。
平成３０年に福井県で開催さ

れる第７３回国体にて、おおい
町でレスリング競技が開催され
ます。未来の国体選手を目指し
て、元気な子、やる気のある子、
どんどん募集中です！

20

サ～クル紹介

おおい町教育委員会事務局
（中央公民館） 177-1150

佐分利公民館　178-1211
大島公民館　　177-3011
名田庄公民館　167-3702
大飯図書館
・史料館　177-2820

名田庄図書館　167-3703

お問い合わせは

ニュースポーツで遊ぼうDAY
19:30～21:00
対象　一般
参加費　100円（保険代等）

場所　名田庄中学校体育館

4,11

読書会
「源氏物語を読む」

13:30～15:00
場所　山村開発センター

11

暦会館・佐分利公民館連携講座
第4回暦教室
10:00～
内容　二十八宿③
講師　暦会館　藤田館長
場所　ふるさと交流センター

おおい町レスリング協会

会長　松宮史知さん

ブックスタート
13:00～14:30
場所　保健センターなごみ

（６ヶ月健診時に実施）
問い合わせ　大飯図書館

第22回 「京は遠ても十八里」
（旧鯖街道踏破体験事業）
対象：おおい町内の小学校5年生

18日（木）名田庄小学校～京都市（鞍馬寺）
19日（金）鞍馬寺～出町柳（ゴール）～おおい町

生涯学習講座（全5回）
第1回　19:30～21:00
「心とからだが喜ぶ食生活」
講師　薗田 宏子 氏
場所　総合町民センター

18

55
時間　19:00～22:00（受付　18:30～）
場所　こども家族館横広場
（雨天時：あみーシャン大飯多目的ホール）

ばんば踊り、本郷おどり、大島踊り、名田庄文
七踊り、おおい音頭、名田庄音頭など

文化少年団活動
（伝統芸能体験）
10:00～12:00
場所　総合町民センター

27
第3回やさしい歴史教室
10:00～
内容　古事記と日本書紀③
講師　暦会館　藤田館長
場所　ふるさと交流センター

絵手紙教室
13:00～15:00
講師　渡辺　淳 氏
場所　ふるさと交流センター

ふるさと踊りフェスティバル会場変更

平成23年度よりふるさと踊りフェステ
ィバルの会場地を「こども家族館横広場」
に変更することとなりました。
（雨天時：あみーシャン大飯多目的ホール）
時間は、例年と同じで
午後6時30分　受付
午後7時00分　開始　です。

バスの運行時刻（行き）は
佐分利方面（川　上バス停）１８：２０発
大　島方面（宮　留バス停）１８：２０発
名田庄方面（流星館バス停）１７：４０発
※国道・県道沿いのバス停に停車します。

今まで以上のフェスティバルになるよ
う内容を検討しています。
是非ご来場ください。

おしらせ

お話会と工作教室
14:00～16:00
講師　図書館職員
対象　小学生
申込　大飯図書館

88
月月
2277
日日
（（
土土
））

1133
時時
3300
分分
開開
演演
（（
約約
11
時時
間間
上上
演演
））

場場
所所
　　
若若
州州
一一
滴滴
文文
庫庫
　　
くく
るる
まま
椅椅
子子
劇劇
場場

※※
入入
場場
はは
無無
料料
でで
すす
。。

「
飛
び
出
す
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月月 火火 水水日日
88月

愛護センター
大飯支部巡回指導
17:00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

115,30

フラメンコ教室

中央公民館では、毎月第２・第４木曜
日にフラメンコ教室を開催しています。
フラメンコというと、バラをくわえな

がら情熱的に踊るというイメージがあり
ますが、教室では、もっともポピュラー
なセビジャーナスという踊りに取り組ん
でいます。

はじめはステップが気になり、うつ
むいてしまいがちでしたが、徐々にキ
レのある動きに、室内にも凛とした雰
囲気が漂ってきました。
また、全身を使うので足腰の強化や

ステップによるツボ刺激にも一役かっ
ています。

77

生生
涯涯
学学
習習
カカ
レレ
ンン
ダダ
ーー

ブランケットファミリー
10:00～11:30
場所　山村開発センター

フラダンス教室
19:30～21:00
講師　荒木 和枝 氏
場所　山村開発センター
問い合わせ　名田庄公民館

110,24
布絵本の会
9:30～11:30
場所　山村開発センター

88

音楽とお話を楽しむ会
11:00～11:30
対象　0歳児～
演じ手　図書館ボランティア
場所　大飯図書館

330

お詫び
日にちと曜日とが同じ欄に

なるように編集しております
が、紙面の制約上、無理な場
合は囲みを入れたり色を変え
て表示しております。
ご了承ください。

第3回
「郷土の芸術・創作家」展

7月23日～8月31日
◆問い合わせ　郷土史料館

郷土史料館企画展

夏の写真教室
9:00～12:00
講師　知見 治 氏
集合場所　山村開発センター
問い合わせ　名田庄公民館

22,9
英会話教室
◆幼児・児童コース
19:30～20:15
◆一般コース
20:30～21:30

講師　ローラ・アレン 氏
センテーノ・レベッカ氏

場所　総合町民センター

1616日（火）18:30～

エアロビクス教室
19:30～20:30
講師　一瀬 裕子 氏
対象　一般
場所　はまかぜ交流センター

33

押し花教室
13:30～16:00
参加料　3,000円（材料代）
場所　山村開発センター
問い合わせ　名田庄公民館

117

寄せ植え教室
15:30～17:00
参加料　1,000円（材料代）
場所　山村開発センター
問い合わせ　名田庄公民館

224221

えほん勉強会
9:30～11:30
場所　山村開発センター

夏休み工作教室
13:30～15:30
参加料　300円（材料代）
申込　名田庄図書館

読書会
10:00～11:30
対象　一般
場所　大飯図書館

布えほんサークル活動
13:30～15:30
対象　図書館ボランティア
場所　大飯図書館

88
月月
2277
日日
（（
土土
））

1133
時時
3300
分分
開開
演演
（（
約約
11
時時
間間
上上
演演
））

場場
所所
　　
若若
州州
一一
滴滴
文文
庫庫
　　
くく
るる
まま
椅椅
子子
劇劇
場場

※※
入入
場場
はは
無無
料料
でで
すす
。。8:00～

対象　町民一般
場所　総合運動公園野球場 他

ー決勝戦ー　27日（土）
時間　19:30～
場所　総合運動公園野球場

紙
芝
居
」

20

4,11

11

18 27

88
月月
2277
日日
（（
土土
））

1133
時時
3300
分分
開開
演演
（（
約約
11
時時
間間
上上
演演
））

場場
所所
　　
若若
州州
一一
滴滴
文文
庫庫
　　
くく
るる
まま
椅椅
子子
劇劇
場場

※※
入入
場場
はは
無無
料料
でで
すす
。。



1212

お
知
ら
せ

■おおい町役場■おおい町役場
　℡77-1111㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155㈹

■あっとほ～むいきいき館■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000㈹

■ iネットぴあプラザ■ iネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

　

お
お
い
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

清
水　

和
邦

（
永
平
寺
町
：
福
井
県
立
大
学
教
授
、

福
井
県
公
文
書
公
開
審
査
会
会
長
）

小
谷　

允
志

（
千
葉
県
：
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ａ
（
国
際
記
録
管

理
者
協
会
）
東
京
支
部
理
事
）

福
尾　

達
雄　
（
万
願
寺
）

角
野　

元
保　
（
青
戸
）

西　

美
佐
子　
（
名
田
庄
下
）

﹇
任
期
：
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
﹈

　

町
で
は
、
住
民
参
加
の
開
か
れ
た
行

政
を
推
進
す
る
た
め
、
情
報
公
開
条
例

を
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
が

適
正
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
と

国
の
教
育
ロ
ー
ン

人身 5

死者 0

傷者 6

物損 60

町 （平成23年 6月 30日現在）

人権相談人権相談

日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じています。相談無料で秘密
は固く守られますのでご安心
ください。

総
務
課

 

☎
77
・
1
1
1
1

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
委
員

（
A
T
M
）
に
行
か
せ
る
」

と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　

町
役
場
や
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員

が
、
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場

合
は
、
最
寄
り
の
警
察
か
、
福
井
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
も
し
く
は
お

お
い
町
役
場
な
ご
み
保
健
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

気
温
や
湿
度
が
高
い
こ
の
時
期
は
、

熱
中
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

特
に
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対

す
る
感
覚
や
体
の
調
節
機
能
が
低
下
し

て
き
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
。
自
分
の
体
調
の
変
化
に
気
を
つ

け
る
と
と
も
に
、
周
囲
の
人
と
予
防
を

呼
び
か
け
あ
い
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

な
が
ら
、熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ま
め
な
水
分
補
給

〇
室
内
環
境
づ
く
り

　
　

こ
ま
め
な
室
温
確
認

　
　

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
温

　
　

度
調
節

（
28
度
を
超
え
る
場
合
は
調
整
が
必
要
。

た
だ
し
、
24
度
よ
り
低
く
し
て
し
ま
う

と
外
に
出
た
と
き
に
身
体
が
だ
る
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
！
）

　

こ
ま
め
な
換
気
や
遮
光
カ
ー
テ
ン
、

す
だ
れ
、
打
ち
水
な
ど
の
活
用

〇
外
出
時
の
準
備

　
　

日
傘
や
帽
子
の
着
用

　
　

日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩

　
　

通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
・
速
乾
の  

　
　

衣
類
着
用

〇
体
調
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み

　
　

保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な

　
　

ど
に
よ
る
体
の
冷
却

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校
、短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国

の
高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す

る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

し
て
、
個
人
情
報
保
護
条
例
を
施
行
し

て
い
ま
す
。

■ 

情
報
公
開
条
例
に
よ
る
運
用
実
施

状
況

◎ 

公
開
お
よ
び
一
部
公
開　
　

４
件

◎ 
非
公
開　
　
　
　
　
　
　
　

２
件

◎ 
不
服
申
し
立
て　
　
　
　
　

０
件

◎ 

不
服
申
し
立
て
に
つ
い
て
の
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

０
件

■ 

個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
る
運
用

実
施
状
況

◎ 

自
己
情
報
開
示
等
の
状
況　

０
件

　

平
成
23
年
５
月
下
旬
以
降
、
県
内
に

お
い
て
、
市
町
職
員
ま
た
は
社
会
保
険

事
務
所
の
職
員
を
名
乗
る
者
に
よ
る

「
振
り
込
め
詐
欺（
還
付
金
詐
欺
）事
件
」

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、「
高
額
療
養
費
（
医

療
費
）
の
給
付
が
あ
る
と
言
っ
て
、
銀

行
（
A
T
M
）
に
行
か
せ
る
」「
保
険

料
の
還
付
が
生
じ
た
と
言
っ
て
、
銀
行

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
〜
平
成
22
年
度
運
用
実
施
状
況
〜

総
務
課

 

☎
77
・
1
1
1
1

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
！

な
ご
み
保
健
課

 

☎
77
・
１
１
５
５

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

 

☎
０
７
７
６
・
54
・
６
３
３
０

熱
中
症
を
予
防
し
よ
う

な
ご
み
保
健
課

 

☎
77
・
１
１
５
５

▼
利
用
可
能
な
方　

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入
学
・
在
学

さ
れ
る
方
の
保
護
者
で
子
ど
も
の
人
数
に

応
じ
た
世
帯
の
年
間
収
入
が
一
定
額
以
内

の
方
ま
た
は
特
例
要
件
に
該
当
す
る
方

▼
融
資
額　

学
生
・
生
徒
一
人
あ
た
り
３
０
０
万
円

以
内

▼
利
率　

年
２
．
85
％
（
母
子
家
庭
は
２
．
45
％)

▼
返
済
期
間

　

15
年
以
内(

交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は

母
子
家
庭
は
18
年
以
内
）

▼
使
い
み
ち　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー

ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

▼
返
済
方
法　

元
利
均
等
毎
月
払

▼
保
証　

（
公
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

※
9
月
30
日
貸
付
分
ま
で
は
大
規
模
災
害

（
東
日
本
大
震
災
を
含
む
）
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
を
対
象
に
災
害
特
例
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
５
７
０
・
00
・
８
６
５
６



1313

　
　

三さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

碧
木
星

　

本
月
の
運
気
は
、
衰
運
と
ま

で
は
い
わ
ぬ
が
中
運
。
と
か
く

勇
み
が
ち
に
走
り
や
す
く
か

え
っ
て
後
悔
を
す
る
こ
と
に
も

成
り
か
ね
ぬ
。
決
断
を
下
す
前

に
よ
く
周
囲
の
判
断
を
。

　
　

一い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

白
水
星

　

本
月
の
運
気
は
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
は
進
ま
ぬ
。
忍
耐

も
肝
要
。
な
る
べ
く
無
益
な
出

費
は
避
け
ぬ
と
心
労
の
も
と
と

も
成
り
か
ね
ぬ
。
好
機
は
未
だ

来
た
ら
ず
と
知
れ
。

　
　

二じ

こ

く

ど

せ

い

黒
土
星

　

本
月
の
運
気
は
、
周
囲
と
の
和

が
は
か
れ
ず
、
す
べ
て
が
不
調
に

暮
れ
て
し
ま
う
様
相
も
あ
る
。
物

事
の
計
画
は
慎
重
に
行
い
万
全

を
期
し
て
の
行
動
が
必
要
。
思
い

が
け
ぬ
浪
費
も
あ
り
。

8月の運気
   （8月 8日～ 9月   （8月 8日～ 9月 77日まで）日まで）

　
　

六り
く
は
く
き
ん
せ
い

白
金
星　

　

本
月
の
運
気
は
、
や
っ
と
順

調
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。
計
画

中
の
こ
と
は
始
め
て
も
よ
い
。

し
か
し
山や
ま
け気
は
禁
物
。
か
え
っ

て
損
失
を
招
い
て
し
ま
う
。
慎

重
な
態
度
が
肝
要
。

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

本
月
の
運
気
は
、
再
び
衰

運
気
味
と
な
り
前
途
の
暗
雲

は
厚
い
。
気
持
ち
を
落
ち
着
け

我わ
が
ま
ま

が
侭
に
走
ら
ず
、
周
囲
に
合

わ
せ
て
進
む
の
も
方
策
の
一
つ
。

争
い
ご
と
に
は
深
入
り
禁
物
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

本
月
の
運
気
は
、
至
っ
て
厳

し
く
変
化
変
動
も
多
く
厳
し
い

月
と
な
る
。
し
か
し
少
々
の
こ

と
に
は
く
じ
け
ず
立
ち
向
か
う

勇
気
も
必
要
。
よ
く
和
を
も
っ

て
正
面
か
ら
臨
む
こ
と
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

本
月
の
運
気
は
、
盛
運
に
て

願
望
も
成
就
が
可
能
。
従
順
柔

和
な
行
動
が
好
ま
れ
る
月
ゆ
え
、

突
飛
な
行
動
は
控
え
る
の
が
方

策
。
甘
言
の
多
い
月
で
も
あ
る

注
意
が
必
要
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

本
月
の
運
気
は
、
や
や
回
復

し
つ
つ
あ
り
物
事
の
進
展
も
見

ら
れ
る
。
少
々
の
投
機
も
油
断

な
く
行
え
ば
効
果
は
あ
る
。
無

謀
な
行
動
は
危
険
が
多
す
ぎ
る

の
で
厳
禁
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

本
月
の
運
気
は
、
や
や
平
穏
に

も
ど
り
つ
つ
あ
る
が
未
だ
本
調

子
で
は
な
く
も
の
ご
と
の
進
展

が
遅
延
が
ち
と
な
っ
て
い
る
。
今

ひ
と
と
き
の
忍
耐
が
必
要
。
焦
れ

ば
損
失
が
増
え
る
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～～暦会館提供～

☆
一
白
水
星　

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星

二
黒
土
星　

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

三
碧
木
星　

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星　

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星

五
黄
土
星　

大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星　

大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生

☆
七
赤
金
星　

大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生
、
23
生

☆
八
白
土
星　

明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
、
22
生

☆
九
紫
火
星

九
紫
火
星　

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

ハートフル専用パーキングは障害の
ある方などのための駐車場です。

皆さんのご協力をお願いします。

●この身体障害者等用駐車場は福井県発行の「ハートフル専用
　パーキング（身体障害者等用駐車場）利用証」をお持ちの方
　が利用できます。
●「利用証」は障害のある方や高齢の方、妊産婦の方など歩行
　が困難だと認められる方に県庁障害福祉課または各健康福祉
　センターで発行しています。

食中毒予防のために！
①予防の基本・・・手洗いのすすめ
・誰にでもできる予防法です。
外出後やトイレの後、食事の前な
どは、石鹸を十分に泡立てて正し
い手洗いをしましょう。
②やっつけろ！・・・加熱と消毒で
・食品は 85℃以上で１分以上加熱。調理器
具等は、殺菌して二次感染を防ぎましょう。
③感染拡大防止・・・慎重かつスピーディに
・便や吐物の処理は乾燥しないうちに。感染
源となりうるものは残らず確実に処理しま
しょう。
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大飯発電所大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,359.7億kwh 8,476日

１号機１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,212.9億kwh 8,002日

３号機３号機 118万 KW 平成3年12月 1,626.1億kwh 5,760日

４号機４号機 118万 KW 平成5年2月 1,632.5億kwh 5,756日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 23年 6月末日現在の数値です。

　 　           第 15 回定期検査中

  　　          第 24 回定期検査中

7月 8月

本格運転中

大
飯  

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

Topics

　大飯発電所では、地震発生直後より全力を挙げて、地震、津波に対する必要
な安全対策について最優先で取り組んでいます。
　今回は、６月７日に経済産業省より福島第一原子力発電所事故を踏まえた５
項目の追加対策について、経済産業省からの立入検査の結果、適切に実施され
ていると評価をいただいた内容をご紹介します。

東日本大震災にかかる
　　大飯発電所における対応について

平成23年

第14回定期検査予定

「中央制御室の作業環境の確保」
○全電源が喪失した場合においても、中央制御室での作業に支障がないよう、
　中央制御室内を循環し、フィルターにより放射性物質を除去する空調装置に
　対して、既に配備している電源車から給電し運転できるよう手順書を整備
　（6月 10日整備済み）
「緊急時における発電所構内通信手段の確保」
○全電源喪失や浸水が発生した場合でも、現場と中央制御室間の情報連絡
　手段を確保するため、乾電池式の携行型通話装置等を配備（6月 13日配備済み）
○全電源喪失時においても作業が可能となるよう、ハンドライトおよびヘッド
　ライトを配備（4月 12日配備済み）
「高線量対応防護服等の資機材の確保および放射線管理のための体制の整備」
○事故時における高線量区域での作業のため、高線量対応防護服を配備
　（6月 20日配備済み）
○緊急時においては、放射線管理要員を助勢する仕組みを整備
   （6月 10日整備済み）
「水素爆発防止対策」
○大飯発電所１，２号機（アイスコンデンサ型格納容器）については、水素爆発
　対策として設置してある水素燃焼装置に電源車から給電運転できるよう手順
　書を整備（6月 10日整備済み）
○大飯発電所３，４号機については、格納容器の容積が大きいため、水素爆発
　による格納容器破損の可能性は低いと評価されますが、格納容器から隣接部
　へ漏えいした水素の滞留を防止するため、外部へ放出する排気ファンに給電
　し運転できるよう手順書を整備（6月 10日整備済み）
「がれき撤去用重機の配備」
○津波発生後、発電所構内に散逸するがれき類を除去するために、発電所構
　内にトラクターショベルを配備（4月 11日配備済み、6月 1日に大型に変更済み）

乾電池式携行型通話装置

本格運転中

高線量対応防護服

トラクターショベル
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な ご み

いきいき
  8月

まちの人口
平成23年 7月 1日現在　　（　）は前月比

なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

保健福祉室　☎ 67-2000

小浜病院

あっとほ～むいきいき館あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
総人口　　　　　8,841　　　　　（±０）

   男　　　　　　4,300　　　　　（ー５）

   女　　　　　   4,541　　　　　（＋５）

世帯数　　　　　3,168　　　　　（＋８）

  7日㈰　 高浜病院

14日㈰ 　永谷医院

21日㈰     高浜病院

28日㈰     なごみ診療所

戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成 23年 6月 9日から
 　  平成 23 年 7 月 7日届出まで

赤ちゃん

たかさご

おくやみ

馬渕　 恵
え な

奈　　  女　　 昭次・可奈　　 成和

大宮　 倖
こう

　　 　 男　　　 淳・希　　　 名田庄三重

治面地 瑛
えいた

太　　  男　 　一馬・理恵　    岡安

岡　    希
のぞみ

美　  　女　　 宏好・由喜子　 青戸

知見　 周
しゅうじ

志　　  男　　 慎司・由恵　　 名田庄小倉

𠮷田　 　　90歳　　  女　    名田庄三重

中川　重雄　　   73 歳　　  男　    三森

小間　左京　　　61歳　　  男　    名田庄三重

寺田　仁右衛門　92歳　　  男　    野尻

浦松　實　　　 102 歳　　  男　    野尻

岸本　しのぶ　　78歳　　  女　    石山

 保坂　直紀　　　　６区
（湯本） 渚　       　 （高浜町）

 田中　信行　　　　１５区
（土田） 満世　        （福井市）

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

ごめい福をお祈りします。

■
4日㈭

■ 12日㈮
■ 毎週木曜日
■

29日㈪
31日㈬

■ 17日㈬
■ 3日㈬・24日㈬

■納田終・井上・中地区 4日㈭   9日㈫  19日㈮  30日㈫

■坂本・西谷地区　　 12日㈮ 16日㈫ 25日㈭

■下久田・久坂・下地区 2日㈫ 18日㈭ 26日㈮

■三重・小倉・美川地区 5日㈮ 11日㈭ 23日㈫

■
　　 11 日㈭
■ 19日㈮
■ 30日㈫
■ 5日㈮
■ 8日㈪
■ 18日㈭
■■ 26日㈮
■■ 21日㈰
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編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
　
企
画
課
　
T
E
L
 0770-77-1111　

F
A
X
 0770-77-1289　

E
-m
ail kikaku@

tow
n.ohi.lg.jp　

発
行
　
福
井
県
お
お
い
町
　
〒
919-2111　

福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
136-1-1

◆
平
成
23
年
7
月
26
日
◆

広
報

 

▼
い
よ
い
よ
町
の
二
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
（
８

月
６
日
）
と
名
田
庄
星
の
フ
ィ
エ

ス
タ（
８
月
14
日
）開
催
ま
で
一
ヵ

月
を
切
り
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
大

火
勢
は
会
場
を
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯

へ
移
し
、
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
、
実
行

委
員
会
の
方
々
に
よ
り
日
々
創
意

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
な

会
場
で
大
火
勢
が
ど
の
よ
う
に

回
る
の
か
、
本
当
に
楽
し
み
で

す
。
名
田
庄
星
の
フ
ィ
エ
ス
タ
に

つ
い
て
も
、
着
々
と
イ
ベ
ン
ト
内

容
が
決
定
し
て
き
て
お
り
、
何
と

Ｍ
‐
１
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
あ
の
お

笑
い
コ
ン
ビ
が
や
っ
て
く
る
と
の

情
報
が
・
・
・
当
日
に
取
材
を
忘

れ
、
祭
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る

自
分
の
姿
が
想
像
で
き
ま
す
。
個

人
的
な
話
で
す
が
、
今
年
度
か
ら

ス
ー
パ
ー
大
火
勢
実
行
委
員
会
の

事
務
局
と
な
り
、
準
備
を
手
伝
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
あ

ら
た
め
て
実
行
委
員
の
方
々
の

「
祭
り
を
成
功
さ
せ
る
ん
だ
」
と

い
う
気
持
ち
に
心
を
打
た
れ
ま

し
た
。
各
々
の
昼
間
の
仕
事
が

終
わ
っ
て
か
ら
も
、
祭
り
の
入

念
な
打
ち
合
わ
せ
、
汗
ま
み
れ

に
な
っ
て
作
る
松
明
や
大
火
勢
。

祭
り
の
当
日
は
そ
ん
な
裏
方
の

想
い
も
少
し
だ
け
感
じ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
ね
。（
な
る
と
）

大
火
勢
の
花
火
と
駅
舎

              

　

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ー
パ
ー

大
火
勢
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客

を
迎
え
る
、
洒
落
た
形
の
駅
舎
で
あ

る
。
今
年
で
17
回
目
の
開
催
と
な
る

ス
ー
パ
ー
大
火
勢
は
会
場
を
う
み
ん

ぴ
あ
大
飯
へ
移
し
、
こ
れ
ま
で
と
は

異
な
っ
た
景
観
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。
８
月
６
日
㈯
に
は
是
非
会
場

へ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

写
真
・
後
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
浜
町
）

お
お
い
町
の
景
観

お
お
い
町
の
景
観

おおい町本郷

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
お
お
い
町
景
観
30
選
に
応
募
さ
れ
た
景
観
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。


